
（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

 

短期シラバス（第 1 回考査分） 

教科・科目名 国語科・国語表現 学年・コース 第２学年（普通・夢トライコース） 予定時数   １８時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

・「１ 言葉と出会う」 

 ①言葉と表記 

 ②整った文を書く 

 ③相手に応じた言葉遣い 

 ④わかりやすい文を書く 

 ⑤文のつなぎ方 

 ⑥実践トレーニング 

・言葉と表記、係り受け、

文末表現の統一、目的

や場面などに応じた表

現、読点や接続表現の

使い方などを意識し、

適切に表現することが

できる。 

知・技 

・必要な語句の量を増やし、語彙を豊かにしている。 

・係り受けを整えたり文末表現を統一したりしている。 

・目的や場面、相手、手段に応じた適切な表現や言葉遣い

を理解している。 

・読点の適切な用い方を理解している。 

・接続表現の種類や働きを理解し、適切に用いている。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

思・判・表 

・内容を明確に伝えるために、係り受けや文末表現の統一

に注意し、表現の仕方を工夫している。 

・敬語の使い方、話し言葉と書き言葉の使い分け、和語・

漢語・外来語の使い分けを理解し、適切に用いている。 

・長すぎる文や曖昧な文を避け、読点を適切に用いるなど、

表現の仕方を工夫している。 

・自分の思いや考えが効果的に伝わるように、接続表現の

使い方を吟味し、文章全体を整えている。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

主体的学習 

・正しい表記を身に付け、語彙を豊かにしようとしている。 

・係り受けを整えたり文末表現を統一したりしようとして

いる。 

・目的や場面、相手、手段に応じて適切な言葉を使い分け

ようとしている。 

・読点や接続表現を適切に用いるなどして、わかりやすい

文を書こうとしている。 

・プリント／行動観察 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

 

短期シラバス（第 1 回考査分） 

教科・科目名 国語科・論理国語 学年・コース 第２学年（普通・夢トライコース） 予定時数   １８時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

・「『論理的な人』とは
どういう人か」 

（野矢茂樹） 

・「論理」に関する筆者の考

えを読み取ることができ

る。 

知・技 
・論証したり学術的な内容を学んだりするための基礎となる語

句を学び、語感を磨いて語彙を豊かにしている。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

思・判・表 
・文章の内容や構成、論理展開を的確に捉え、「論理」に関する

筆者の考えを理解している。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

主体的学習 
・「論理」に関する筆者の考えを読み取り、論理的思考力を伸ば

そうとしている。 
・プリント／行動観察 

・「ウサギの耳はなぜ長
い？」 

（上田恵介） 

・具体例の役割や接続表現に

注意して、「共進化」に関

する筆者の主張を的確に

読み取り、自分の考えを深

めることができる。 

知・技 
・情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法

について理解を深めている。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

思・判・表 
・具体例や接続表現に注意して本文を読み、「共進化」に関する

筆者の主張を理解し、自分の考えを深めている。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

主体的学習 
・「共進化」に関する筆者の主張を読み取ることに興味を持ち、

具体と抽象の関係を捉えようとしている。 
・プリント／行動観察 

・「記号的メディアと物

理的メディア」 

（伊藤亜紗） 

・具体例の役割や論理展開に

注意して、「メディア」に

関する筆者の主張を的確

に読み取り、自分の考えを

深めることができる。 

知・技 
・具体と抽象を示す語句や表現を理解し、文章を読む中で具体

と抽象の関係を捉える助けとしている。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

思・判・表 
・具体例や論理展開に注意して本文を読み、「メディア」に関す

る筆者の主張を理解し、自分の考えを深めている。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

主体的学習 
・「メディア」に関する筆者の主張を読み取ることに興味を持ち、

具体と抽象の関係を捉えようとしている。 
・プリント／行動観察 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

 

短期シラバス（第 1 回考査分） 

教科・科目名 国語科・文学国語 学年・コース 第２学年（選択） 予定時数   １９時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

・「山月記」 
（中島敦） 

・漢文調の文体を味わいなが

ら、「李徴」が虎になった

経緯や理由を読み取り、人

間や社会について自分の

考えを深めることができ

る。 

知・技 

・言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解し

ている。 

・文体の特徴や修辞などの表現の技法について理解している。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

思・判・表 

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、描写の仕方など

を的確に捉えている。 

・「李徴」が虎になった経緯や理由を考えることで、人間や社会

について自分の考えを深めている。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

主体的学習 
・「李徴」が虎になった経緯や理由を粘り強く読み取り、進んで

人間や社会について自分の考えを深めようとしている。 
・プリント／行動観察 

・「鍋セット」 
（角田光代） 

・「母」に対する「私」の心

情の変化や、「私」にとっ

て「鍋セット」がどのよう

なものであるかを読み取

り、人間、社会に対するも

のの見方、感じ方、考え方

を深めることができる。 

知・技 
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増やし、語感を

磨き語彙を豊かにしている。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

思・判・表 

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、描写の仕方など

を的確に捉えている。 

・「私」の心情の変化や、作品における「鍋セット」の意味を読

み取り、人間、社会に対するものの見方、感じ方、考え方を

深めている。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

主体的学習 
・「私」の心情の変化や、「鍋セット」の意味を読み取り、自分

の考えを深めようとしている。 
・プリント／行動観察 

 

 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

 

短期シラバス（第１回考査分①） 

教科・科目名 地理歴史・日本史探究 学年・コース 第２学年（ 普通 コース） 予定時数    １８ 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

第１章 国家と文化の形成 

①列島にくらしはじめた人々 

②農耕がうまれる 

③クニがうまれる 

④ヤマト政権の形成 

⑤倭の五王と氏姓制度 

旧石器文化から縄文文化への変化、

弥生文化の成立に至る時期の日本列

島の歴史的環境と文化の形成とを関

連づけて時代の転換を理解し、原始

社会の特色や古代の国家や社会との

関わりについて多面的・多角的に考

察し、時代を通観する問いを表現す

る学習を行う。 

知・技 

①旧石器文化から縄文文化への変化、弥生文化の成立など 

をもとに、新しい時代の日本列島の歴史的環境と文化の 

形成、原始社会の特色を理解している。 

②中国の歴史書の記事をもとに、資料から歴史に関わる情 

報を収集して読み取る技能を身につけている。 

③中国大陸・朝鮮半島との関係に着目し、渡来人のもたら 

したものが現在の日本文化の基層にあることを理解し 

ている。 

・学習ﾌﾟﾘﾝﾄの取り組み 

・小テスト 

・定期考査 

思・判・表 

①遺物や遺構など考古学上の知見から、旧石器文化から古 

墳時代の文化・社会、ヤマト政権の発展について考察し、 

表現している。 

②中国の歴史書の特性を踏まえ、資料を通して読み取れる 

情報から、原始・古代の特色について多面的・多角的に 

考察し、表現している。 

・教科書「Try」への取 

り組み 

・学習ﾌﾟﾘﾝﾄの取り組み 

・定期考査（資料の読 

 解・論述問題） 

主体的学習 

①日本列島の歴史的環境と文化の形成について主体的に 

考察することを通して、旧石器文化～古墳時代の特色を 

明らかにしようとしている。 

②日本列島における小国およびヤマト政権と中国・朝鮮半 

島などとの交流について考察することを通じて、古代の 

対外交流の実態を明らかにしようとしている。 

・授業に対する姿勢 

・学習ﾌﾟﾘﾝﾄの取り組み 

・課題の提出 

 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分②） 

教科・科目名 地理歴史・日本史探究 学年・コース 第 ２ 学年（ 普通 コース） 予定時数    １８ 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

第２章 古代国家の成立 

①飛鳥の朝廷 

②大化改新から壬申の乱へ 

中国大陸・朝鮮半島との関係と政治

や文化への影響などに着目して主題

を設定し、小国の形成と連合、古代

の国家の形成過程について、多面

的・多角的に考察し、表現する学習

を行う。 

知・技 

①推古朝の政治や飛鳥文化の特色について、中国大陸・朝 

鮮半島との関係などに着目して理解している。 

②隋・唐など中国王朝との関係と政治への影響や、律令制 

の形成を中心に大化の改新以降の政治過程を理解して 

いる。 

・学習ﾌﾟﾘﾝﾄの取り組み 

・小テスト 

・定期考査 

思・判・表 

①仏教の受容や遣隋使・遣唐使の派遣などの大陸との交流 

について、諸資料をもとに考察した結果を、根拠を示し 

て表現している。 

②律令体制について、政治や地方の動向なども踏まえて多 

角的に考察し、表現している。 

・教科書「Try」への取 

り組み 

・学習ﾌﾟﾘﾝﾄの取り組み 

・定期考査（資料の読 

解・論述問題） 

主体的学習 

①中国大陸・朝鮮半島との関係などに着目して、推古朝の 

政治や飛鳥文化の展開についての課題を主体的に追究 

しようとしている。 

②隋・唐など中国王朝との関係と政治への影響などに着目 

して、律令体制の成立過程とのつながりを明らかにしよ 

うとしている。 

・授業に対する姿勢 

・学習ﾌﾟﾘﾝﾄの取り組み 

・課題の提出 

 

 

 

 

 

 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

 

短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 公民・公共 学年・コース 第１、２学年（普通・夢トライコース） 予定時数    時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

第２章 

公共的な空間における 

基本原理 

 

第１節 

民主社会の基本原理 

社会契約説や功利主義などの考え方

を通して、個人と国家・社会との関係

の観点から、自己の在り方生き方と民

主主義がどのように関係しているか

を理解する。 

法が人々を公平・公正に処遇し、相互

の信頼を確保することで協働の利益

を実現しようとするものであること

を理解する。 

知・技 

共通のルールを定め、考え方の違いや利害の対立を調整

し、必要に応じて制裁や強制力を用いながら、社会秩序が

維持されなければならないことを理解している。 

行動観察 

課題 

小テスト 

定期考査 

思・判・表 

絶対王政の時代から市民革命への歴史の変遷を踏まえ、ブ

ルジョワジーが政治的影響力を次第に強めていった背景

を考察し、適切に表現している。 

行動観察 

小テスト 

（資料読み取り） 

定期考査 

主体的学習 
人間同士の活動により、共通のことがらについて自由に議

論することで、公共性を主体的に追究しようとしている。 

課題 

授業プリント 

発問への回答状況 

第２節 

日本社会の基本原理 

自由・権利や責任・義務が、国家と個

人との関係や個人と個人との関係を

法（日本国憲法）によって規律する際

の基本的な枠組みであることを理解

する。また自らの自由や権利を主張す

るということは、同時に他者に対して

も同様の自由や権利を認めることが

前提であること、自由・権利と責任・

義務は不可分の関係にあることを理

解する。 

知・技 

近代国家の形成には、憲法制定を経て国家権力を制限する

とともに、国民の権利や自由を守ることが不可欠であるこ

とを理解している。 

行動観察 

課題 

小テスト 

定期考査 

思・判・表 

大日本帝国憲法と日本国憲法との比較・分析を踏まえ、国

民のよりよい暮らしを維持する工夫や方法を考察し、表現

している。 

行動観察 

小テスト 

（資料読み取り） 

定期考査 

主体的学習 
日本国憲法の基本原理を理解することで、他国の憲法との

違いを主体的に追究しようとしている。 

課題 

授業プリント 

発問への回答状況 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

 

短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 数学 数学Ⅱ 学年・コース 第２学年（普通コース・夢トライコース） 予定時数      35 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

 第 1 章 式と証明 

  第 1 節 式と計算 

  第 2 節 等式・不等式の 

証明 

多項式の乗法・除法及び分数式の四則

計算について理解できるようにする。

また、数の範囲や式の性質に着目し、

等式や不等式が成り立つことを証明

できるようにする。 

知・技 

・展開および因数分解の公式を用いて、3 次式の展開・因数

分解ができる。 

・パスカルの三角形を用いて、展開式や項の係数を求めるこ

とができる。 

・多項式の割り算の計算方法を理解している。 

・分数式の四則計算ができる。 

・左辺と右辺の差を計算することで、等式および不等式の証

明をすることができる。 

行動観察 

課題の取組状況 

定期考査の成績 

思・判・表 

・数学Ⅰで既習の 2 次式の展開公式を利用して、3 次式の展

開公式を導くことができる。 

・分数式の計算の結果を、既約分数式または多項式に表すこと

ができる。 

・分数式を分数と同じように通分して扱うことができる。 

・恒等式の性質を理解している。 

・与えられた条件式の利用方法を考え、等式を証明することが

できる。 

・不等式の証明で、等号成立の条件について考察できる。 

行動観察 

課題の取組状況 

定期考査の成績 

主体的学習 

・3 乗に関わる展開の公式を自ら導こうとする。 

・やや複雑な式の因数分解に取り組もうとする。 

・等式および不等式の証明を通して、数学の論証に興味・関

心をもつ。 

・自らの学習について振り返り、改善を重ねながら、粘り強

行動観察 

課題の提出状況 

振り返りシート 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

く学習に取り組もうとする。 

 第 2 章 複素数と方程式 

  第 1 節 複素数と 2 次方 

程式の解 

  第 2 節 高次方程式 

方程式についての理解を深め、数の範

囲を複素数まで拡張して 2 次方程式を

解くことができるようにする。 

また、因数定理を理解し、因数分解を

利用して高次方程式を解くことがで

きるようにする。 

知・技 

・複素数の四則計算ができる。 

・負の数の平方根を理解している。 

・2 次方程式の解の公式を利用して、2 次方程式を解くこと

ができる。 

・判別式を利用して、2 次方程式の解を判別することができ

る。 

・解と係数の関係を使って、2 次方程式の解の和と積を求め

ることができる。 

・剰余の定理を利用して、多項式を 1 次式で割ったときの余

りを求めることができる。 

・因数分解や因数定理を利用して、高次方程式を解くことが

できる。 

行動観察 

課題の取組状況 

定期考査の成績 

思・判・表 

・複素数の表記を理解し、複素数𝑎 + 0𝑖を実数𝑎と同一視でき

る。 

・平方根を負の数にまで拡張することができる。 

・2 次方程式の解について、実際に解を求めずに、判別式で

解の種類を判別することができることを理解している。 

・多項式を 1 次式で割った時の余りを求めるのに、剰余の定

理が利用できることを理解している。 

・高次方程式を 1 次方程式や 2 次方程式に帰着させることが

できる。 

行動観察 

課題の取組状況 

定期考査の成績 

主体的学習 

・方程式が常に解をもつように考えられた複素数に興味・関

心を示し、考察しようとする。 

・自らの学習について振り返り、改善を重ねながら、粘り強

く学習に取り組もうとする。 

行動観察 

課題の提出状況 

振り返りシート 
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短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 理科・化学基礎 学年・コース 第２学年（普通・夢トライコース） 予定時数     時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

序章 化学と人間生活 

・日常生活や社会を支える身近な物 

質に注目し、これらの物質の性質 

を調べる活動を通して、物質を対 

象とする学問である化学の特徴に 

ついて理解する。 

・科目の導入として、化学への興味・ 

関心を高める。 

知・技 

・化学が物質やその変化を対象とする学問であることを 

理解している。 

・物質の性質を調べる活動を通して、科学的に探究する 

方法を身に付けている。 

単元テスト 

（小テスト） 

定期考査 

課題 
思・判・表 

・物質の性質を調べる活動において、科学的に探究する方 

法を提案したり、実験結果を科学的に判断したりするこ 

とができる。 

主体的学習 

・日常生活や社会を支える身近な物質に注目し、科学に 

対する興味・関心を高め、意欲的に取り組もうとする。 

・学習課題に対して積極的に観察・実験を行い、意欲的 

に探究しようとする。 

課題の提出状況 

授業態度 

第 1 章 物質の構成 
第 1 節 

物質の成分と構成元素 

・実験における基本操作と科学的に 

探究する方法を身に付ける。 

・単体や化合物について理解する。 

・物質の状態変化が起こることを理 

解する。 

・原子の構造を理解する。 

・元素の周期表について理解する。 

知・技 

・物質が混合物と純物質、および単体と化合物に分けら 

れることを理解し、それらの違いを理解している。 

・原子の電子配置を理解している。 
単元テスト 

（小テスト） 

定期考査 

課題 思・判・表 

・観察、実験を通して、混合物、純物質、単体、化合物 

について考察し、それぞれの特徴を説明できる。 

・原子の電子配置より、周期性が現れる理由を的確に表 

現することができる。 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

・イオンの生成を電子配置と関連付 

けて理解する。 主体的学習 

・物質の構造や性質に関する事象に関心をもち、意欲的 

に物質を探究しようとする。 

・積極的、意欲的に粒子について探究しようとする。 

課題の提出状況 

授業態度 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 理科・生物基礎 学年・コース 第２学年（普通・夢トライコース） 予定時数     時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

第 1 章 生物の特徴 
第１節  

生物の共通性 
 

・地球上には、多種多様な生物が生
息していることを理解する。 

・すべての生物のからだは細胞から
なることを見いだし、生物が共通に
もつ特徴を理解する。 

・脊椎動物の系統樹から、生物に共
通してみられる特徴は、進化の過程
で共通祖先から受け継がれてきた
ものであると考察できる。 

・原核細胞と真核細胞の特徴を理解
する。また、真核細胞の細胞小器官
の働きを理解する。 

知・技 

・地球上の生物は多様であることを理解している。 
・生物は共通した特徴をもつことを理解している。 
・顕微鏡の扱い方、ミクロメーターの使用法を身につけて

いる。 
・共通の祖先が進化の過程を経て、生物が多様化したこと

を理解している。 
・いろいろな細胞小器官の働きの概要を理解している。 
・原核細胞と真核細胞の違いを理解している。 

単元テスト 
（小テスト） 
定期考査 
課題 

思・判・表 

・すべての生物にみられる特徴について説明できる。 
・生物の共通祖先から真核生物が生じるまでの進化につい

て、共通性の起源に着目して説明できる。 

主体的学習 
・系統樹等から、生物に共通してみられる特徴と、その由

来について積極的に説明しようとしている。 
課題の提出状況 
授業態度 

第２節  
生物とエネルギー 

・生命活動にエネルギーが必要であ
ることを理解する。 

・代謝には同化と異化があること、
また、代謝に伴うエネルギーの移動
には ATP が関わっていることを理
解する。 

・酵素の基本的な特徴について理解
する。 

・光合成と呼吸の反応における ATP
の役割を理解する。 

知・技 

・代謝には同化と異化があること、また、代謝に伴うエネ
ルギーの移動には ATP が関わることを理解している。 

・酵素の特徴を理解している。 
・光合成と呼吸では、共に ATP の合成が行われているこ

とを理解している。 

単元テスト 
（小テスト） 
定期考査 
課題 

思・判・表 

・代謝とは何か説明できる。 
・体内で ATP がどのようにしてエネルギーの受け渡しを

行っているか説明できる。 
・酵素の特徴を説明できる。 

主体的学習 

・生命活動にはエネルギーが必要であることを示す資料を
積極的に読み取ろうとしている。 

・代謝における ATP の役割について、資料からわかるこ
とを積極的に説明しようとしている。 

・肝臓片に含まれるカタラーゼを用いた実験に積極的に関
わっている。 

課題の提出状況 
授業態度 
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短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 保健体育・体育 学年・コース 第２学年（普通・夢トライコース） 予定時数    11 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

体育理論 

スポーツから得られる「恩恵」とスポ

ーツについての「課題」から、さまざ

まに思考し判断し表現する学習を通

して、個人がスポーツ文化を創造して

いく主体となっていることに気づく

ようにする。 

知・技 

（知識）スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展につ

いて理解している。 

（技能）体育理論については「技能」に係る評価の対象がな

いことから、「技能」の評価基準は設定していない。 

小テスト、保体ノー

ト、訂正ノート、活動

の観察（取組） 

思・判・表 

スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展について、課

題を発見し、より良い解決に向けて思考し判断するととも

に、他者に伝えている。 

小テスト、保体ノー

ト、訂正ノート、活動

の観察（取組） 

主体的学習 
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展についての

学習に自主的に取り組もうとしている。 

出席状況、忘れ物な
ど、保体ノート、訂正
ノート、活動の観察
（取組） 

体つくり運動 

体を動かす楽しさや心地よさを味わ

い、運動を継続する意義、体の構造、

運動の原則を理解するとともに、健康

の保持増進や体力の向上を目指し、目

的に適した運動の計画を立て取り組

むことができるようにする。 

知・技 

（知識）運動を継続する意義、体の構造、運動の原則などに

ついて理解している。（技能）体ほぐしの運動は、技能の習

得・向上をねらいとするものではないこと。実生活に生かす

運動の計画は、運動の計画を立てることから、「技能」の評

価基準は設定していない。 

活動の記録表、小テス

ト、活動の観察 

思・判・表 
自己や仲間の課題を発見し、運動の取り組み方を工夫すると

ともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えている。 

個人ノート、班ノー

ト、運動の記録表、自

己評価表 

主体的学習 

体つくり運動に自主的に取り組むとともに、互いに助け合い

教え合おうとすること、一人一人の違いに応じた動きなどを

大切にしようとすること、話合いに貢献しようとすることな

どをしたり、健康・安全を確保したりしている。 

授業への取り組み、出

席状況、忘れ物など、 

個人ノート、自己評価

表、活動の観察 

 

短期シラバス（第１回考査分） 
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教科・科目名 保健体育・体育 学年・コース 第２学年（普通・夢トライコース） 予定時数     14 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

（選択種目）球技 

競技の勝敗を競う楽しさや喜びを味

わい、体力の高め方や運動観察の方法

などを理解するとともに、作戦に応じ

た技能で仲間と連携しゲームを展開

することができるようにする。 

知・技 

（知識）技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方

法などについて理解している。 

（技能）ゴール型では、安定したボール操作と空間を作りだ

すなどの動きによってゴール前への侵入などから攻防をす

ることができる。ネット型では、役割に応じたボール操作や

安定した用具の操作と連携した動きによって空いた場所を

めぐる攻防をすることができる。ベースボール型では、安定

したバット操作と走塁での攻撃、ボール操作と連携した守備

などによって攻防をすることができる。 

競技の記録表 

ルールテスト 

実技テスト 

活動の観察 

思・判・表 

攻防などの自己やチームの課題を発見し、合理的な解決に向

けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考

えたことを他者に伝えている。 

個人ノート、班ノー

ト、競技の記録表 

自己評価表 

主体的学習 

球技に主体的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切に

しようとすること、作戦などについての話合いに貢献しよう

とすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし

ようとすること、互いに助け合い教え合おうとすることなど

をしたり、健康・安全を確保したりしている。 

授業への取り組み、出

席状況、忘れ物など、 

個人ノート、自己評価

表、活動の観察 

 

 

 

 

 

 

短期シラバス（第１回考査分） 
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教科・科目名 保健体育・体育 学年・コース 第２学年（普通・夢トライコース） 予定時数     14 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

（選択種目）武道 

技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを

味わい、伝統的な考え方、技の名称や

見取り稽古の仕方、体力の高め方を理

解するとともに、基本動作や基本とな

る技を用いて攻防を展開できるよう

にする。 

知・技 

（知識）伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古の仕方、体
力の高め方などについて理解している。 

（技能）柔道では、相手の動きの変化に応じた基本動作や基

本となる技、連絡技を用いて、相手を崩して投げたり、押さ

えたりするなどの攻防をすることができる。剣道では、相手

の動きの変化に応じた基本動作や基本となる技を用いて、相

手の構えを崩し、しかけたり応じたりするなどの攻防をする

ことができる。 

競技の記録表 

ルールテスト 

実技テスト 

活動の観察 

思・判・表 

生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己や仲間の

課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組み方を

工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えて

いる。 

個人ノート、班ノー

ト、競技の記録表 

自己評価表 

主体的学習 

武道に主体的に取り組むとともに、相手を尊重し、礼法など

の伝統的な行動の仕方を大切にしようとすること、役割を積

極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること、一人一人

の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとすることなど

をしたり、健康・安全を確保したりしている。 

授業への取り組み、出

席状況、忘れ物など、 

個人ノート、自己評価

表、活動の観察 
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短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 保健体育・保健 学年・コース 第１学年（普通・夢トライコース） 予定時数      8 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

３単元 生涯を通じる健康 
 
 
１ライフステージと健康 
２思春期と健康 
３性意識と性行動の選択 
４妊娠・出産と健康 

５避妊法と人工妊娠中絶 

生涯の各段階において、健康に関わ

る様々な課題や特徴がある。生涯に

わたって健康に生きていくために

は、生涯の各段階と健康とのかかわ

りを踏まえて適切な意思決定・行動

選択及び社会環境づくりが不可欠で

あることを理解するとともに、生涯

の各段階や労働における健康課題の

解決に向けて思考・判断・表現でき

るようになる。 

知・技 

思春期における心身の発達や性的成熟に伴う身体面、心理
面、行動面などの変化に関わり、健康課題が生じることが
あることを理解している。また、これらの変化に対応して、
自分の行動への責任感や異性を理解したり尊重したりす
る態度が必要であること及び、性に関する情報等への適切
な対処が必要であることを理解している。 
結婚生活について、心身の発達や健康の保持増進の観点か
ら理解している。受精、妊娠、出産とそれに伴う健康課題
について理解しているとともに年齢や生活習慣病などが
関わることについて理解している。また、家族計画の意義
や人工妊娠中絶の心身への影響について理解している。ま
た、結婚生活を健康に過ごすには、自他の健康に対する責
任感、良好な人間関係や家族や周りからの人からの支援、
及び母子の健康診査の利用や保健相談など様々な保健・医
療サービスの活用が必要であることを理解している。 

定期考査の成績 

小テスト 

授業への取り組み 

保健ノート 

訂正ノート 

思・判・表 

生涯を通じる健康にかかわる事象や情報から課題を発見し、

疾病等のリスクの軽減、生活の質の向上、健康を支える環境

づくりなどと、解決方法を関連付けて考え、適切な方法を選

択し、それらを説明できるようになる。 

定期考査の成績 

授業への取り組み 

保健ノート 

訂正ノート 

主体的学習 
生涯を通じる健康について、自他や社会の課題を発見し、そ

の解決を目指し主体的に取り組もうとしている。 

授業への取り組み 

保健ノート 

訂正ノート 
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短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 芸術・音楽総合 学年・コース 第２学年（普通コース） 予定時数     １６時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

日本の歌、合唱 

○歌唱の活動を通して、個性を生か 
しながら思いや意図をもって表現 
する力を伸ばす。 

○音や音楽が醸し出すよさや美しさ 
などを感じ取り、そこに価値を見 
いだせる感性を養う。 

○音や音楽を知覚・感受して、思考 
・判断し表現する音楽活動の過程 
を通して、創造的な表現の能力を 

伸ばす。 

知・技 

○曲想と音楽の構造や歌詞、文化的・歴史的背景との関 

わりを理解している。 

○曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の使い方など 

の技能を身に付けている。 

実技評価 

小テスト等 

思・判・表 
○歌唱表現に関する知識や技能を得たり生かしたりしなが 

ら、イメージをもって表現を創意工夫している。 
ワークシート等 

主体的学習 
○日本の歌に興味をもち、音楽活動を楽しみながら主体的 

・協働的に学習活動に取り組もうとしている。 

自己評価 

授業態度等 

リズムアンサンブル 

バンドアンサンブル 

○リズムアンサンブルの活動を通し 
て、個性を生かしながら思いや意 
図をもって表現する力を伸ばす。 

○音や音楽を知覚・感受して、思考 
・判断し表現する音楽活動の過程 
を通して、創造的な表現の能力を 

伸ばす。 

知・技 
○曲にふさわしい奏法や身体の使い方などの技能、他者 

との調和を意識して演奏する技能を身に付けている。 

実技評価 

小テスト等 

思・判・表 
○器楽表現に関する知識や技能を得たり生かしたりしなが 

ら、イメージをもって表現を創意工夫している。 
ワークシート等 

主体的学習 

○リズムアンサンブルに興味をもち、音楽活動を楽しみ 

 ながら主体的・協働的に学習活動に取り組もうとして 

いる。 

自己評価 

授業態度等 
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短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 英語・英語コミュニケーションⅡ 学年・コース 第２学年（普通・夢トライコース） 予定時数     25 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

Lesson 7 

A Diary of Hope 

アンネ・フランク 

［題材内容］ 

アンネ・フランクの生活と日記について紹

介する授業を通して，生きることの意味に

ついて考える。 

［言語材料］ 

比較表現：〈-er〉〈the -est〉〈as＋原級＋

as〉 

［言語活動］ 

関心のある人物について，英語で説明する

ことができる。 

知・技 

［知識］比較表現〈-er〉〈the -est〉〈as＋原級＋as〉を

用いた文の形・意味・用法を理解している。また，アンネ・

フランクについて学んだり，関心のある人物について調べ

た事柄を整理・理解している。 

［技能］比較表現〈-er〉〈the -est〉〈as＋原級＋as〉の

理解をもとに，アンネ・フランクについて学んだり，関心

のある人物について自分で調べた事柄を用いて，考えなど

を伝え合う技能を身につけている。 

・定期考査 

・パフォーマンステ 

スト 

・プリント等 

・小テスト 

・振り返りシート 

思・判・表 

アンネ・フランクの生活と彼女の日記について書かれた文

章について，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，

関心のある人物について，相手の意見を知り，自分の考え

をまとめるために，情報や考え，気持ちを話したり書いた

りして伝え合っている。 

・定期考査 

・パフォーマンステ 

スト 

・振り返りシート 

・観察 

主体的学習 

アンネ・フランクの生活と彼女の日記について書かれた文

章について，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，

関心のある人物について，相手の意見を知り，自分の考え

をまとめるために，情報や考え，気持ちを話したり書いた

りして伝え合おうとしている。 

・パフォーマンステ 

スト 

・振り返りシート 

・観察 

 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 英語・英語コミュニケーションⅡ 学年・コース 第２学年（普通・夢トライコース） 予定時数     25 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

Lesson 8 

A Door to a New Life 

ロボットカフェ 

［題材内容］ 

ロボットカフェを紹介する実況中継を通

して，ロボットの可能性について考える。 

［言語材料］ 

現在完了形：〈have[has]＋過去分詞〉 

［言語活動］ 

人の生活を豊かにするロボットについて

考え，英語で提案することができる。 

知・技 

［知識］現在完了形〈have[has]＋過去分詞〉を用いた文

の形・意味・用法を理解している。また，ロボットカフェ

について学んだり，ロボットについて自分で調べた事柄を

整理・理解している。 

［技能］現在完了形〈have[has]＋過去分詞〉の理解をも

とに，ロボットカフェについて学んだり，ロボットについ

て自分で調べた事柄を用いて，人の生活を豊かにするロボ

ットのアイディアを提案する技能を身につけている。 

・定期考査 

・パフォーマンステ 

スト 

・プリント等 

・小テスト 

・振り返りシート 

思・判・表 

ロボットカフェに関して書かれた文章について，聞いたり

読んだりしたことを活用しながら，ロボットについて自分

で調べた事柄を用いて，人の生活を豊かにするロボットの

アイディアを考えて，それを提案する記事を書いたり話し

たりしている。 

・定期考査 

・パフォーマンステ 

スト 

・振り返りシート 

・観察 

主体的学習 

ロボットカフェに関して書かれた文章について，聞いたり

読んだりしたことを活用しながら，ロボットについて自分

で調べた事柄を用いて，人の生活を豊かにするロボットの

アイディアを考えて，それを提案する記事を書いたり話し

たりしようとしている。 

・パフォーマンステ 

スト 

・振り返りシート 

・観察 

 

 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 英語・論理表現 学年・コース 第２学年（普通・夢トライコース） 予定時数     19 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

Lesson1 

I want to introduce my new 

friend. 

初対面で行われる自然な会話や学校

の習慣を紹介する表現を学ぶ。 

 

知・技 

さまざまな疑問文や命令文，感嘆文を適切に作り，それに

応答することができる。また，単文，重文，複文の構成を

理解し，まとまりのある文で表現することができる。 

・定期考査 

・パフォーマンステ

スト 

・プリント 

・小テスト 

思・判・表 

・相手の発話に適切な応答をすることができる。また， 

多様な表現を用い，理由を述べることができる。 

・学校のルールや好きな科目について，理由や具体例な 

どを加えて説明できる。 

・定期考査 

・パフォーマンステ

スト 

・観察 

主体的学習 

・自分やパートナーのクラブ活動を紹介しようとしている。 

・クラブ活動やチームについてパートナーに伝えたりク 

ラスに紹介しようとしている。 

・定期考査 

・パフォーマンステ

スト 

・観察 

ASSISTANT 1 

Connecting Words 

文と文をつなぐ 

文と文のつながりを意識して，まと

まった文章を書いたり，伝えたりす

ることができる。 

知・技 文と文をつなぐ表現を学ぶ。 

・定期考査 

・パフォーマンステ

スト 

・プリント 

・小テスト 

思・判・表 
代用表現を使ったり、別の表現に言い換えたりするなどの

表現を適切に用いて文章を組み立てることができる。 

・定期考査 

・パフォーマンステ

スト 

・観察 

主体的学習 
文と文のつながりを意識して、まとまった文章を書き、パ

ートナーやクラスに伝えることができる。 

・定期考査 

・パフォーマンステ

スト 

・観察 

 

短期シラバス（第１回考査分） 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

教科・科目名 英語・論理表現 学年・コース 第２学年（普通・夢トライコース） 予定時数     19 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

Lesson2 

Do you want to join our 

show? 

学校の文化祭に参加する留学生との

会話を通して，学校生活で行われる

生徒同士のやり取りの表現を学ぶ。 

 

知・技 

・5 つの文型と There is の構文を理解し，文を組み立て 

いることができる。また，注意すべき自動詞と他動詞 

の使い分けができる。 

・定期考査 

・パフォーマンステ

スト 

・プリント 

・小テスト 

思・判・表 

・賛成・反対の意思を示したり，聞き取れなかったこと 

や理解できなかったことを聞き直したりすることがで 

きる。 

・文化祭について友達にメッセージを書くことができ 

る。 

・定期考査 

・パフォーマンステ

スト 

・観察 

主体的学習 

・学校行事の計画についてパートナーと積極的に話し合 

おうとしている。 

・普段の生活や自分の部屋にあるものについて，具体例 

や情報を挙げて説明しようとしている。 

・定期考査 

・パフォーマンステ

スト 

・観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 家庭・食文化 学年・コース 第２学年（ 夢トライコース） 予定時数      17 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

第１章 食文化と食文化 

第１節 食文化の成り立ち 

第２節 多様な食文化 

第３節 食文化の共通化と 

国際化 

 日本や諸外国の食文化の成り立ち

の要因について学び、現代の食文化

との関わりについて理解することが

できる。 

知・技 

・食文化の成り立について理解し、世界の食文化の変遷に

ついて興味をもつことができる。 

・調理の基本を理解し、簡単な調理ができる。 

・授業プリント 

・授業への参加態度 

・定期考査 

思・判・表 
・食文化の成り立には様々な要因が関わっていることを調

べ、まとめることができる。 

・授業プリント 

・作品の提出 

・実習への参加態度 

・定期考査 

主体的学習 
・グループの人と協力をして、問題に対する解決方法を考

えたり、調理実習に取り組むことができる。 

・授業プリント 

・授業、実習への参

加態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分）

教科・科目名 商業・ビジネス基礎 学年・コース 
第 ２ 学年 

（普通・夢トライコース） 
予定時数       時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

１章 商業の学習とビジネス 

ビジネスの概要について理解し、ビ

ジネスの役割について、社会的な課

題や具体的な事例と関連付けて考え

ることができるようになる。 

知・技 ビジネスの概要について理解している。 
小テスト 

定期考査 

思・判・表 
ビジネスの意義と課題について、実社会と関連づけて考え

ることができる。 

授業プリント 

課題 

主体的学習 
ビジネスの基礎的な事項について自ら学び、主体的に取り

組んでいる。 

授業プリント 

課題 

２章 ビジネスとコミュニケ
ーション 

ビジネスにおける信頼関係構築の意

義と重要性を学び、場面に応じて活

動できる力を身につける。 

企業活動における情報の重要性を理

解し、情報の活用及び評価ができる

ようになる。 

知・技 
ビジネスにおける信頼関係構築について実務に即して理

解し、その技術を身につけている。 

小テスト 

課題・定期考査 

思・判・表 
ビジネスの場面ごとに、他者への対応について考えること

ができる。 

定期考査 

授業プリント 

主体的学習 
ビジネスにおける信頼関係構築について、現在の自分と照

らして考え、主体的に取り組んでいる。 

授業プリント 

授業への取り組み 

７章 ビジネス計算 
 １ ビジネス計算の基礎 

ビジネス計算に関する知識と技術を

身につけ、組織の一員としてどのよ

うに活用したら良いか考えることが

できるようになる。 

知・技 
実務に即したビジネス計算を理解し、関連する技術を身に

つけている。 

小テスト・定期考査 

課題 

思・判・表 
学んだ知識および技術を、ビジネスにおける諸計算におい

てどのように活用できるか考えることができる。 

定期考査 

授業プリント・課題 

主体的学習 
ビジネスにおいて活用できる計算方法を自ら学び、習得し

ようと主体的に取り組んでいる。 

授業プリント 

授業の取り組み 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 商業・ビジネス基礎 学年・コース 
第 ２ 学年 

（普通・夢トライコース） 
予定時数       時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

情報機器の扱い方について

（タッチタイピングなど） 

情報機器の正しい扱い方を理解し、

ビジネスにおいて活用するための技

術を身につける。 

知・技 ビジネス文書を作成するための知識と技能を身につける。 
定期考査 

課題 

思・判・表 
ビジネスにおける文書を作成するための知識と技能を、実

際に作成する場面において活用することができる。 

定期考査 

課題 

主体的学習 
ビジネス文書を作成する知識と技能を身につけるために、

授業での活動に意欲的に取り組むことができる。 

課題 

授業への取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

 

短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 商業・情報処理 学年・コース 第 ２ 学年（選択者） 予定時数       時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

第３章 情報の集計と分析 

１節 ビジネスと統計 

情報の重要性を理解し，情報を分析

して、傾向を把握する能力を身に付

ける。 

知・技 情報を分析し活用する方法を理解している。 
定期考査 

小テスト 

思・判・表 
情報を分析し活用するため、グラフや表を読み取ることが

できる。 

定期考査・小テスト 

授業プリント・課題 

主体的学習 
情報を分析し活用する方法を理解し身につけるため、主体

的に活動に参加している。 

授業プリント 

授業への取り組み 

第３章 情報の集計と分析 

２節 関数を利用した表の

作成 

表計算ソフトウェアの基本的な操作

や計算式及び関数について理解し，

目的に応じて適切な表の作成する技

術を身に付ける。 

知・技 
表計算ソフトウェアの基本的な操作や計算式及び関数を

知っている。 

定期考査 

小テスト・課題 

思・判・表 
表計算ソフトウェアを用いて、目的に応じた表を作成する

ことができる。 

定期考査 

小テスト・課題 

主体的学習 
表計算ソフトウェアの基本的な操作や計算式及び関数を

習得するために主体的に活動している。 

課題・授業プリント 

授業への取り組み 

 

 


